
             

      新入会員卓話「自己紹介、取扱業務」牧野・櫻井法律事務所 所長 牧野 守さん 

            「自己紹介」 石川建築事務所 代表 石川 一郎さん 

 

 
    本日のガバナーのお話の中でロータリアンは「活動人」でなければならないとありました。 
    今年度のガバナー方針は「未来を描こう、笑顔でつなごう」です。 
    未来を描き、活動し、未来に、そして私たちの周りの人たちに、笑顔でつないでいきましょう。 

 

 

     「ガバナー公式訪問」 

     篭橋 美久さん（かごはしよしひさ）国際ロータリー第 2760地区 2022－23年度 ガバナー（名古屋中 RC） 

 

     本年度の RI会長ジェニファーE.ジョーンズ氏はイマジンロータリーというメッセージを出され、全世界の 

ガバナーに発信しています。私たちがベストを尽くせる世界を想像してみてくださいと問われました。想像は 

簡単です、でも私はこれを計画と捉えました。これを基にしてこの地区の方針を出させていただきました。 

中身はほとんどがあたりまえな事ばかりで、毎年同じことの繰り返しで、でもあえて申し上げさせていただき 

ます。未来を描こう笑顔でつなごうという事は我々にロータリーの将来を託されたと私は位置づけています。 

この年度は出発点です。ロータリーは様々な形で奉仕活動をしています。服部パストガバナーが数年前に言 

われた非常に印象深い事それは笑顔です。やはり奉仕活動をする時は笑顔でなければ相手も笑顔にならないと 

いう事です。そしてその笑顔を今年だけではなく、どんどん繋げていきましょう。 

ガバナーの任期は１年ですがその間に笑顔を作るのではなく笑顔を作れるような卵を作りましょうという、 

きっかけを作りましょうという事です。それをつないでいくということをぜひやっていただきたいと思います。 

そのためには皆さんの力が必要です。一人ひとりのチャレンジの力、そしてそれを結集するのがクラブの力で 

ありその力を貸していただきたいと思います。 

 前進するには収縮が無ければ前進しませんそしてその収縮を私は変化ととらえています。社会の変化に対応 

できるクラブを目指してクラブ作りをしていただきたいと思います。理念だけでは誰も幸せにすることはでき 

ません、活動することがロータリアンでありその結果がクラブの力であります。 

 また前年度まで重点分野は六つでしたが環境保全が一つ増えました。環境保全は長いスパンの熟考が必要で、 

生活権を守るには外せない問題です。 

 昨年 3つのゼロ、ゼロコロナ、ゼロポリオ、ゼロカーボンが提唱され 

今年度も進めます。ロータリーは DEIを基本として活動しています。 

D（多様性）、E（公平生）I（開放性）を 3つの骨子としています。 

 地区の委員会はワークショップ方式（一方通行ではない）の導入を進 

めており、話し合いをされることが大切です。 

 活動方針の中でインパクト（価値のある事）のある事をやっていただ 

きたい。皆の為にあるという認識をしっかり持って、地域を大事にすべ 

きであり、基本は自分たちの足元を固めていき外に波紋を広げて行くべ 

きです。 

今年度も継続してポリオ撲滅がもう少しで終わりとなるため、頑張り 

ましょう。 

会員増強は 5000名を目標として進めていただき、女性会員や若い人達 

を増やしていきましょう。岡崎ローターアクトクラブは 1年で会員が 9

割に達した。身近なところでこのような実績が見られているので参考に

していただきたいです。 

  

       

第 3467回例会（今年度 12回）   例会場：岡崎ニューグランドホテル 

国際ロータリーテーマ 『想像してください、私たちがベストを 

尽くせる世界を。想像してみてください』 

岡崎ロータリー会長方針  『みんなの幸せを実現しよう！』 

～想像し、構想し、行動し、実現する～ 

2022年 10月 19日 

日 

 

日 

前回の会長閉会挨拶 

前回の卓話    



 

 

 

 

 

 

  

       Weekly Report【2022 年 10 月 6 日】 

 

［会長報告］ 

無し 

［幹事報告］ 

無し 

［委員会報告］ 

無し 

 

 10 月 26 日（水）例会 場所：岡崎ニューグランドホテル 

「地区米山記念奨学委員会の活動をご理解ください」 

国際ロータリー第 2760 地区米山奨学委員会 委員長 大橋 均さん（知立ＲＣ） 

岡崎ロータアクトクラブのご案内：10 月 20 日（木）国際奉仕委員会 

 


